
































































































































































































































































































































































点で貴重な資料です。　　　 　　　   （岩﨑 志保）
　弥生時代には大陸や朝鮮半島から青銅器がもたらされ、その後日本列島でも青銅
製の武器、鏡、鐸などの鋳造が開始されました。青銅器の製作には原材料の調達から
仕上げまで複雑な工程があり、特殊な技術をもった人々、つまり弥生時代の匠たちの
存在が注目されています。
　現在発掘調査で出土する青銅器は錆や埋没環境の影響により青緑色に変色して
いることが多いですが、本来は黄金色の輝きを放っていました。弥生時代の青銅器は
九州から関東にまでおよんでおり、多くの地域に美しい彩がもたらされたと思われます。
　岡山大学のキャンパスでも鹿田遺跡で銅鏃が出土しています。銅鏃は矢の先端に
装着する青銅製の矢尻で、北部九州では鋳造の際に使用された石製の鋳型も出土し
ています。岡山平野では鹿田遺跡の他にも多くの遺跡で銅鏃が出土しており、当地域
における生産も想定されています。
　今回は鹿田遺跡で出土した銅鏃の特徴や岡山平野における分布から弥生時代の
銅鏃生産と流通について考えていきます。　　　　　　　　　　　　 （南 健太郎）
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